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【第76号】 
 

新

理

事

長

就

任
の

ご

挨

拶

 

５
月
28
日
㊌
午
後
６
時
30
分
か
ら
板
倉
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、来
賓
に

橋
本
洋
一
市
議
会
議
員
、宮
下
明
総
合
事
務
所
長
、植

木
節
子
地
域
協
議
会
副
会
長
を
迎
え
、令
和
７
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
総
会
成
立
確
認
後
、渡
邉
衞
理
事
長
が
議
長
を
務

め
、議
事
録
署
名
人
に
は
、板
倉
区
町
内
会
長
連
絡
協

議
会
の
小
林
秀
一
会
長
と
期
成
同
盟
会
の
藤
原
順
昭

会
長
を
選
出
。 

令
和
６
年
度
活
動
実
績 

・
令
和
６
年
度
決
算
並
び

に
監
査
に
つ
い
て
報
告
の
後
、令
和
７
年
度
活
動
計
画

及
び
活
動
予
算
、役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
、す

べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、今
総
会
に
お
い
て
渡
邉
衞
さ
ん(
針)

が
理
事

長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。理
事
長
・
副
理
事
長
と
し
て

６
年
間
に
渡
り
板
倉
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
に
ご
貢
献

ご
尽
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、通
常
総
会 

終
了
後
、第
１
回
理 

事
会
が
開
催
さ
れ
、 

新
理
事
長
に
は
、 

市
村
典
章
さ
ん(

関
根) 

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
過
日
の
理
事
会
に
お
い
て

理
事
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
板
倉
ま

ち
づ
く
り
振
興
会
の
理
事
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
市
村
典
章
と
申
し
ま
す
。 

 

ま
ず
初
め
に
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
当
法
人
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
区
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
甚
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
板
倉
区
の
た
め
に
尽
力
さ
せ

て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
昨
今
日
本
国
内
で
は
人
口
減
少

が
叫
ば
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
世
界
人

口
は
増
え
続
け
て
い
る
状
況
で
今
年
約
82

億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
日
本
国
内
に
お
け
る
人
口
減
少
に

つ
い
て
は
一
地
方
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
的

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
板
倉
区
の

人
口
も
年
々
減
少
が
続
い
て
現
在
は
約 

６
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。
た
だ
、
人
口
減
少
と
い
う
社
会
問

題
は
国
・
地
方
政
治
で
も
解
決
で
き
て
い

な
い
問
題
で
あ
り
、
ま
た
最
適
な
ア
イ
デ

ア
を
発
見
す
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を

要
す
る
と
も
思
わ
れ
ま
す
。 

 

私
ど
も
板
倉
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
も
一
つ
の
使
命
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
現
在
板
倉
区
に

ご
在
住
の
皆
様
が
笑
顔
で
日
々
の
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
和
や
か
で

時
に
活
発
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

タ
イ
ト
ル
の
「
０
．
０
０
０
０
０
０
７

３
％
の
奇
跡
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は

「
板
倉
区
人
口
／
世
界
人
口
」
の
割
合
を

表
し
て
お
り
、
今
同
じ
時
代
、
同
じ
地
域
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
は
限
り
な
く
奇
跡
的

な
数
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
時
代
に
同
じ

地
域
で
生
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
の
よ

う
に
奇
跡
的
に
繋
が
っ
た
皆
様
と
共
に
、

板
倉
の
こ
と
を
話
し
、
板
倉
を
楽
し
み
、
板

倉
が
今
以
上
に
住
み
や
す
い
地
域
に
な
る

よ
う
板
倉
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

今
後
と
も
、
区
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
く
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

特定非営利活動法人 

板倉まちづくり振興会 

理事長 市村典章 

▲町内会長ら代議員63名が出席 

０
．
０
０
０
０
０
０
７
３
％
の
奇
跡

令
和
７
年
度
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次
世
代
に
つ
な
ぐ
振
興
会 

振興会だよりに広告を掲載しませんか？ 

 
  

■掲 載 料 金：1枠 2,000円（税別）※最大２枠 

 ■掲載サイズ：タテ55㎜×ヨコ85㎜ 

 ■掲 載 色：フルカラー 

 ■お申込みは、掲載希望の原稿イメージまたは広告

データを添えて、掲載希望月の前月10日頃までに 

ご連絡ください。 

広 告 掲 載 欄 

 

役 

員 

紹 

介 
 

〇
理

事

長 
 

市

村

典

章 

〇
副
理
事
長 

 

秋

山

秀

夫 

〇
副
理
事
長 

 

澁

谷

房

子 

〇
理
事(

総
務
・
公
益
事
業
部
長) 

 
 
 
 
 
 
 

増

村

 

剛 

〇
理
事(

産
業
・
観
光
事
業
部
長) 

 
 

塩

嶋

伸

二 

〇
理
事(

市
民
生
活
・
福
祉
事
業
部
長) 

 
 

南

 

直

樹 

〇
理
事(

ま
ち
づ
く
り
創
成
事
業
部
長) 

 
 

福

井

拓

也 

〇
理 

 

事 
 

中

嶋

隆

一 

〇
理 

 

事 
 

清
水
亜
矢
子 

○
新
任
理
事 

 

近

藤

勇

一 

〇
新
任
理
事 

 

笠

原

輝

夫 

〇
新
任
理
事 

 

清

水

 

功 

〇
新
任
理
事 

 
細

井

 

剛 

〇
新
任
理
事 

 
古

澤

公

男 

〇
新
任
理
事 

 

明

地
 

収 

○
新
任
理
事 

 

丸

山

睦

子 

〇
監 

 

事 
 

小

林

政

弘 

〇
新
任
監
事 

 

小

林

良

一 

 

ま
ち
づ
く
り
振
興
会
は
、
板
倉
区
で
暮

ら
す
す
べ
て
の
人
々
と
区
内
外
の
人
々

の
「
共
生
」
と
「
共
創
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
人

材
育
成
、
資
金
助
成
な
ど
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
多
く
の
皆
様
の
支
え
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。 

 

当
会
の
活
動
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

板
倉
区
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
・
団
体

の
皆
様
、
板
倉
区
外
に
お
住
ま
い
で
、
板

倉
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
個
人
・

団
体
の
皆
様
、
ぜ
ひ
当
会
へ
の
ご
入
会
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「 

共
生
」と
「 

共
創
」の
ま
ち
づ
く
り 

 

特
別
会
員
・賛
助
会
員
を
募
集 

特 別 会 員 会費(１口) 

板倉区内に事業所等を

有する法人及び団体 
5,000円 

 

賛 助 会 員 会費(１口) 

板倉区外の人で板倉の

まちづくりに関心のあ

る個人及び団体 

1,000円 

 

 

 

 

 

退
任
理
事
・
監
事 

 

■
理

事

長 

渡
邉 

衞
（
相
談
役
へ
） 

■
理 

事 

丸
山 

均 

■
理 

事 

横
田 

修 

■
理 

事 

牧
野
秀
信 

■
理 

事 

池
田 

正 

■
監 

事 

古
海
正
雄 

 

本
年
は
、
平
成
の
大
合
併
で
上
越
市
が
誕

生
し
て
20
年
目
の
節
目
の
年
。
当
会
も
住
民

自
治
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
15
年
、
そ
の

後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行
し
て
５
年
。『
20
年

目
を
迎
え
た
年
』、
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
年
度
で
あ
り
、
次
な
る
節
目
に

向
け
て
準
備
を
整
え
る
大
切
な
時
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
４
月
か
ら
「
ゑ
し
ん
の
里
観
光

公
社
」
解
散
に
伴
い
、「
ゑ
し
ん
の
里
記
念
館
」

「
そ
ば
処
い
た
く
ら
亭
」
が
新
た
な
事
業
と

し
て
加
わ
り
、
経
験
値
の
な
い
分
野
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
の
中
で
運
営
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
一
方
で
は
、
積
年
の
構
想
で
も

あ
っ
た
自
主
事
業
（
収
益
事
業
）
を
有
す
る

こ
と
で
、
将
来
に
向
け
た
新
た
な
事
業
展
開

に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

令
和
７
年
度
は
、
原
点
に
立
ち
返
り
「
地

域
の
た
め
に
存
在
す
る
組
織
体
」
と
し
て
、

未
来
を
見
据
え
な
が
ら
地
域
振
興
・
地
域
貢

献
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」
に
向
け

て
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

6月の土・日曜日限定メニュー 

 宇治のお抹茶の豊かな風味と爽やかな 

  のど越しが感じられる季節限定メニュー 

限定１０食 

茶そば合盛天ざる 
2,000円（税込） 

 0255-81-4720 (定休日：火曜日) 
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 町内会の各種書類、名刺やチラシ作成など文書

作成をいたします。パソコン・プリンターがない

とお困りの方、お気軽にご相談ください。 

サイズ 料金 備考 

A4 書類 1枚  500円 1000文字以内 

A4 チラシ等 1枚 1,000円 デザイン料別途 

※文章はお客様でご準備ください。 

文 書 作 成 承 り ま す ！ 

令和 7年度 活 動 予 算 
収 入                        単位：千円 

項 目 予算額 説 明 

受 取 会 費 1,982 正・準会員、特別・賛助会員 

受 取 寄 付 金 118 板倉ゴルフ協会 

資 産 受 贈 益 22,143 上越市※いたくら亭建物除却準備積立金他 

受託事業収入 46,016 ゑしん、通園バス、コミプラ 他 

事 業 収 入 21,040 いたくら亭、諸団体事務受託 他 

そ の 他 収 益 700 複合機使用料、受取利息 他 

前 期 繰 越 金 15,817  

収 入 合 計 107,816  

支 出                        単位：千円 

項 目 予算額 説 明 

事 業 費 62,848  

人 件 費 37,158 通園バス・コミプラ等賃金 他 

その他経費 25,690 支え合い業務委託費、消費税他 

管 理 費 4,190  

人 件 費 980 事務局賃金、役員報酬 他 

その他経費 3,210 消耗品、リース料、手数料 他 

支 出 合 計 67,038  

次 期 繰 越 金 40,778 建物除却準備積立金含 

支 出 合 計 107,816  

 

令和 6年度 活 動 決 算 
収 入                        単位：千円 

項 目 決算額 説 明 

受 取 会 費 1,982 正・準会員、特別・賛助会員 

受 取 寄 付 金 250 グランドゴルフ協会 

受 取 補 助 金 0  

受託事業収入 44,304 ゑしん、通園バス、コミプラ 他 

事 業 収 入 19,978 いたくら亭、諸団体事務受託 他 

そ の 他 収 益 604 複合機使用料、受取利息 他 

前 期 繰 越 金 12,992  

収 入 合 計 80,110  

支 出                        単位：千円 

項 目 決算額 説 明 

事 業 費 60,684  

人 件 費 36,,139 通園バス・コミプラ等賃金 他 

その他経費 24,545 支え合い業務委託費、消費税他 

管 理 費 3,609  

人 件 費 864 事務局賃金、役員報酬 他 

その他経費 2,745 消耗品、リース料、手数料 他 

支 出 合 計 64,293  

次 期 繰 越 金 15,817  

支 出 合 計 80,110  

 

令和 7 年度  主な事業推進計画骨子 

～豊かな地域社会づくりに貢献する事業推進～ 

盤石な事業基盤の確立 

●基幹業務の確実な遂行 

●事業推進体制の強化 
★事業部制のさらなる進化 

●事業戦略の構築 
★中長期視点に立った事業戦 

略の検討と策定 

 

毎月第４㊏はいたくら特産品販売 

ゑしんの里記念館では、毎月第４土曜日に

「いたくら特産品販売」を開催しています。 

皆様のお越しをお待ちしております。 

            開催日時 

           ７月 日 
おいで 

ください！ 

地域密着型の事業運営 

●板倉ユナイテッド構想 
★５０町内会との連携強化 

●地域広報・広聴活動の 

推進 

●地域窓口機能の充実 

企業・団体との連携強化 

●事業受託諸団体との連携 

強化 
★受託事業運営の着実な遂行 

●地域各企業・団体との連 

携強化 

●持続可能な地域活性化事 

業の展開 

地域貢献・活性化 

●板倉ふれあいまつり 

●光ヶ原高原ヒルクライム 

 などのイベント運営 

令和７年度 主な行事予定 
４月 観桜会(地域支)、特産品市・ｼｰｸﾞﾗｽ展(記) 

５月 YAWAYAWAﾏｰｹｯﾄ(協))、特産品市(記) 

６月 特産品市・マジックショー(記) 

７月 特産品市・茶会(記) 

８月 特産品市・マジック教室・写真展(記) 

９月 特産品市・落語(記)、上越自転車まつり(協) 

10 月 敬老会(福)、特産品市・小学校作品展示(記) 

11月 板倉ふれあいまつり(事)、新そば祭り(い) 

12月 特産品市(記)、年越しそば(い) 

1月 賀詞交歓会(事)、雛飾り (記・い1～3月) 

2月  

3月 一人暮らし高齢者交流会(福)、特産品市(記) 

※(地域支)地域支え合い事業・(記)ゑしんの里記念館 

・(い)いたくら亭・(事)事業・(福)福祉会・協(協力) 
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板倉ならではの魅力を❝ と

▲YAWAYAWA market Itakura  5月31日㊏開催 

 多様な飲食やお買い物、体験コーナーが充実 
 

ゑしんの里記念館を会場に『やわやわマー

ケット板倉vol.5』が開催されました。 

多様なテントマーケットや美しい板倉の情

景を描いた新作ムービーの上映、様々な体験

コーナーがあり、地域の魅力を堪能できる盛

りだくさんの内容に、訪れた皆さんは楽しい

ひと時を過ごされていました。 

★次回vol.6は、11月 29日㊏を予定★ 

夏の交通事故防止運動【実施期間】 

 ７月22日㊋～31日㊍ 
【スローガン】 

急がずに 暑い夏こそ ゆずり愛(あい) 
【運動の重点】 

上越交通安全協会 

板倉支部からお知らせ 

重点 

① 

「手を上げる」など 

ドライバーに横断 

意思を伝えましょう 

横断歩行者の 

交通事故防止 
～渡るよサインの活用～ 

重点 

② 

運転中は疲れを

感じる前に、 

こまめに休憩を

とりましょう 

疲労運転の防止 重点 

③ 飲酒運転は 

重大な犯罪です!! 

飲酒運転の危

険性について 

再確認！ 

飲酒運転の根絶 

渡
る
よ
！ 

◆人数: ３名様より承ります。 

   ※大人数での場合でも対応可能です。 

◆料金: 体験料(講師･材料･道具代・税込) 

       〇大人 3,000円 

       〇子供(小学生以下)1,500円 

◆持ち物:エプロン･三角巾 

 ※５営業日前までにお申し込みください。 

アクセスマップ 申込み・問合せ ゑしんの里記念館 ☎0255-81-4541(火曜休館日) 

 

 

 

７月12日は

上越市では、毎年７月 12 日を「上越市防犯の

日」と規定し、また、その直前の土曜日から直後

の日曜日までを「上越市防犯週間」として、上越

市全体で防犯の意識を高め、共に助け合いなが

ら安全を守っていく取組みを実施しています。 
 

近年、全国的にオレオレ

詐欺など「特殊詐欺」の被

害が増加しています。 

「いつ自分や家族が狙

われてもおかしくない」と

いう意識を持ち、大切な財

産を守りましょう。 

上越市防犯週間：7月5日㊏～7月13日㊐ 

飲酒運転の死亡事故率 約7.4倍 

令和７年

板倉区防犯組合 

★ 通 年 運 動 ★ 

止まって！ 横断歩道キャンペーン 
【取組重点期間】 


